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若手社員（以下「若手」）は殆どが 20～35歳枠、上司［若手指導社員］（以下「上司」）は 40歳以上が約 70％で

の回答となった。 

 

①仕事をする目的（複数回答） 

 【割合が多いものを抜粋】 

  若手…収入を得る 41.6％、知識や技術を身に付ける 15.2％ 

  上司…収入を得る 30.2％、家族を養う 21.4％、達成感や生きがい 14.1％ 

 

 若手の回答として最も多かったものが「収入を得る」こと。そして自分が持っていない知識や技術を身に付

けていきたいという自己啓発・自己研鑽を強く感じる結果に。年齢が上がるにつれ、収入そのものだけでなく

家族のため、今まで培ってきた知識や能力を使って達成感を得たいという結果となった。 

 

②自社に就職した理由（複数回答） 

【割合が多いものを抜粋】 

  若手…自宅から通える 21.8％、業種・事業内容 20.4％、休日・勤務時間 11.5％、会社の雰囲気 11.2％ 

  上司…業種・事業内容 32.0％、自宅から通える 20.6％、安定性・将来性 17.0％ 

 

 若手の就職した理由は、「自宅から通える」が最も多く、全体的に見ても休日や勤務時間、会社の雰囲気等の

割合が高い。事業内容だけでなく自分自身の働き方やプライベートを重要視した選定の仕方へと変化している

ことを反映する結果となった。 

 

③-a仕事に取り組むうえで重要視すること（複数回答） 

【割合が多いものを抜粋】 

  若手…仕事に対する責任感 20.9％、周囲の人間との協調性 20.3％、スキルアップしていく向上心 13.0％ 

  上司…仕事に対する責任感 22.6％、周囲の人間との協調性 16.1％、物事に進んで取り組む積極性 15.6% 

 

 全体的に見ても若手・上司ともほぼ同率に近い結果となった。仕事に取り組むうえで重要視することは共通

認識として理解し合える部分が多いと思われる。 

 

③-b若手社員に身に付けてほしい、取り組んでほしいこと（複数回答）※上司のみ回答 

【割合が多いものを抜粋】 

  物事に進んで取り組む積極性 19.7％、仕事に対する責任感 18.9％、スキルアップしていく向上心 13.2％ 

   

  ③-aの若手回答と比較してみると、協調性と積極性の部分で多少の割合の差はあるもののベクトルの向きは

ほぼ同じであることが伺える。 

  



④若手社員に対して気を付けていること（複数回答）※上司のみ回答 

 コミュニケーションを図る 18.9％、自分で考え、経験する機会を与える 18.9％、意見に耳を傾ける 18.4％ 

 

 厳格な指導の項目は１％にとどまり、上から目線の指導ではなく寄り添いながら仕事や人間関係を築く為

の方法を模索していることが伺える結果となった。 

 

⑤-a仕事の大変さは入社前のイメージと比べてどうか※若手のみ回答 

  想像以上の大変さ 31.7％、想像より少し大変 45.1％、想像どおり 21.3％、想像以下 1.9％ 

 

 約 77%の若手が想像よりも大変だと感じている。 

 

⑤-b若手社員が与えられている仕事量は適正だと思うか※上司のみ回答 

  多い 3.1％、少し多い 17.3％、適性 58.3％、少ない 21.3％ 

 

  約 80％の上司が、若手の仕事量は「適正～少ない」と感じており、⑤-a の若手回答と比べてみるとかなり

大きなギャップがあると思われる。 

  若手が入社前よりも大変だという感覚が強い部分には、入社前の説明等で情報が不足している可能性もあり、

採用担当だけの説明ではなく実際の現場の社員がリアルな部分を伝える必要性もあるのではないか。また、上

司が若手に対して仕事量を適性～少ないと感じている部分に関しては、自身の仕事量や効率と比較している

可能性があるのではないかと推測される。 

 

⑥働く事に関して不安に感じていること（複数回答） 

【割合が多いものを抜粋】 

  若手…自分のビジネススキル 18.3％、自分の適性・相性 18.1％、収入 11.8％、勤務先の将来 10.8％ 

上司…勤務先の将来 17.7％、自分のビジネススキル 13.8％、自分の適性・相性 12.9％ 

 

 会社や将来への不安に関しては上司の方が強く、自身のスキル面や仕事に対する適正・相性については若手

の方が強く不安を感じている可能性が伺える結果となった。 

 

⑦今の職場で改善してほしいこと（回答 3つまで） 

【割合が多いものを抜粋】 

  若手…収入増 30.6％、休み増 15.1％、スキルアップできる体制 12.2％ 

     ※コミュニケーションをとる機会を増やしたい 5.2％ 

  上司…収入増 25.5％、コミュニケーションをとる機会を増やしたい 17.7％、残業を減らしたい 13.2％ 

 

 両者とも「収入を増やしたい」の回答が一番多く、現状の収入に満足していない傾向が伺える。また、若手

はさらに「休み増」「スキルアップできる体制」を望んでいる。 

「コミュニケーションをとる機会を増やしたい」と考える上司と若手との差が 12.5％となり、雰囲気や人間

関係は気にしつつもコミュニケーションはそれほど求めていない若手と、コミュニケーションを取りたいと

考える上司との差が浮き彫りとなった。 

 

  


